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∪NttCRと難民支援に携わるNGOで つくる」FUN(Japan

Fo「um fo「∪NHCR and NGOs一 日本∪NHCR NG① 言平

議会)が2006年 6月 に設立されて約2年 半。この間、

UNHCR議 員連盟との会合を5回開催、∪NHCR駐 日事務所

及び∪NHCRユ ースと共に表参道での難民支援啓発イベント

「表参道ジャック」を2回成功させ(P1819参 照)、企業と

NG① の連携を進めるなど活発な活動を続けてきた。

」F∪N共 同議長の橋本笙子ADRA Japan事 業部長は

「』FUNと いう枠組みがあることでNG① の声が大きくなり、

活動が取り上げられるようになつてきた。NG① の期待も大き

い」と手ごたえを感じている。

実は」F∪Nの FUNに は、「楽しさ」という願いも込められてい

る。「難民支援の現場は楽しいと表現されるような環境ではな

い。一般の人から見れば、自分とは関係ない遠い世界と思わ

れがち。サッカーや料理や映画なとを通して誰でも気軽に難

民支援に触れられる枠組みが作りたかつた」ともう一人の共同

議長、岸守一∪NttCR駐日副代表は言う。

難民支援の最前線で井戸を掘つたり、学校や病院を建てたり

できるNG① は、特殊技術を持つたプロの集団だ。日本のNGO

は支援の現場で信頼と実績を重ねつつあるが、日本社会にお

ける待遇やイメージ改善は追いついていない。

橋本共同議長は「一般の方たちを楽しく巻き込んで、日本発の

ユニークな人道支援につなけていければ」と今後の抱負を

語つた。」F∪Nのりし戦ほ今始まつたばかりだ。

言羊細は wwwifun o「 g

ぺi"J‐FUN
Japan Forum forUNHCR and NGOs

衆議院議員、UNHCR議 員連盟事務局長.元外務副大臣。

アフリカの難民キヤンプに自ら足を運び、」FUNと の対話

でも国会議員4B!座長を務める。
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